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世界的な脱炭素の動きを受けた急速な電気自動車の普及や内燃機関自動車に

対する規制の強化、ネットワークに接続した自動車を中心とする自動運転技術

の飛躍的向上など、自動車を取り巻く環境は、100 年に一度ともいわれる大変革

に直面している。他方で、地方団体においては、今後見込まれる道路や橋梁等

の更新・老朽化対策等のための社会インフラ財源の確保が求められることに加

え、自動車の電動化に対応した新たなインフラ整備の必要性も指摘されている。 

こうした中、令和３年度税制改正大綱において、｢自動車関係諸税については、

『2050 年カーボンニュートラル』目標の実現に積極的に貢献するものとすると

ともに、自動運転をはじめとする技術革新の必要性や保有から利用への変化、

モビリティーの多様化を受けた利用者の広がり等の自動車を取り巻く環境変化

の動向、地域公共交通へのニーズの高まりや上記の環境変化にも対応するため

のインフラの維持管理や機能強化の必要性等を踏まえつつ、国・地方を通じた

財源を安定的に確保していくことを前提に、受益と負担の関係も含め、その課

税のあり方について、中長期的な視点に立って検討を行う｣との方針が示された。 

これらを踏まえ、今後の検討に資するよう、「地方分権時代にふさわしい地方

税制のあり方に関する調査研究会」のもとに本ＷＧを設置し、令和３年９月よ

り５回の会合をもって、議論を行った。 

本ＷＧにおいては、政府におけるグリーン成長戦略の取組や自動車業界の動

向等を踏まえつつ、環境性能割の環境インセンティブのあり方や今後の自動車

関係諸税のあり方について、調査研究を行った。 

本ＷＧにおける議論は、自動車を取り巻く環境の変化を見据えながら自動車

関係諸税のあり方を検討する試みであり、具体的な対応策を導き出すまでには

さらに研究を深める必要があるが、この議論を踏まえた論点整理を通じて今後

の検討の方向性と留意点を示すことによって、検討の参考になることを期待す

るものである。 

最後に、今回の調査研究に当たり、御多忙のところ委員をお引き受けいただ

いた先生方に心から感謝を申し上げる。 
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